
(57)【要約】

【課題】　内視鏡挿入部の湾曲部の湾曲アングルを大き

くした内視鏡の湾曲操作部を提供するものである。

【解決手段】　操作ワイヤを巻き回したプーリを回動さ

せることにより、内視鏡挿入部の湾曲部を湾曲させる内

視鏡の湾曲操作部において、手元操作部内部の基体に回

転軸を介して固定され、前記回転軸を中心に回動自在な

プーリ１と、前記プーリに形成され、プーリの回動とと

もに回転軸を中心に円周移動する係止ピン２と、手元操

作部内部の基体に支点を介して固定され、前記支点を中

心に回動自在な操作レバー３と、前記レバーに形成され

、孔内に係止ピンを係合する長孔４とを備え、前記係止

ピンと長孔とを係合することによって、プーリと操作レ

バーとを連結し、操作レバーを操作したときに、支点を

中心に回動する操作レバーの長孔の孔内に係合されてい

る係止ピンを回転軸を中心に円周移動させ、プーリを回

動させる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 操 作 ワ イ ヤ （ ２ ０ ） を 巻 き 回 し た プ ー リ （ １ ） を 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 内 視 鏡 挿 入 部
の 湾 曲 部 （ ３ ０ ） を 湾 曲 さ せ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 に お い て 、
　 手 元 操 作 部 （ １ ０ ） 内 部 の 基 体 に 回 転 軸 （ １ Ａ ） を 介 し て 固 定 さ れ 、 前 記 回 転 軸 （ １ Ａ
） を 中 心 に 回 動 自 在 な プ ー リ （ １ ） と 、
　 前 記 プ ー リ （ １ ） に 形 成 さ れ 、 プ ー リ （ １ ） の 回 動 と と も に 回 転 軸 （ １ Ａ ） を 中 心 に 円
周 移 動 す る 係 止 ピ ン （ ２ ） と 、
　 手 元 操 作 部 （ １ ０ ） 内 部 の 基 体 に 支 点 （ ３ Ａ ） を 介 し て 固 定 さ れ 、 前 記 支 点 （ ３ Ａ ） を
中 心 に 回 動 自 在 な 操 作 レ バ ー （ ３ ） と 、
　 前 記 レ バ ー （ ３ ） に 形 成 さ れ 、 孔 内 に 係 止 ピ ン （ ２ ） を 係 合 す る 長 孔 （ ４ ） と を 備 え 、
　 前 記 係 止 ピ ン （ ２ ） と 長 孔 （ ４ ） と を 係 合 す る こ と に よ っ て 、 プ ー リ （ １ ） と 操 作 レ バ
ー （ ３ ） と を 連 結 し 、
　 操 作 レ バ ー （ ３ ） を 操 作 し た と き に 、 支 点 （ ３ Ａ ） を 中 心 に 回 動 す る 操 作 レ バ ー （ ３ ）
の 長 孔 （ ４ ） の 孔 内 に 係 合 さ れ て い る 係 止 ピ ン （ ２ ） を 回 転 軸 （ １ Ａ ） を 中 心 に 円 周 移 動
さ せ 、 プ ー リ （ １ ） を 回 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 。
【 請 求 項 ２ 】
　 一 端 が 手 元 操 作 部 （ １ ０ ） の 内 部 に 配 置 さ れ 、 他 端 が 操 作 レ バ ー 口 （ ５ ） か ら 外 部 に 突
出 す る 操 作 レ バ ー （ ３ ） に お い て 、 操 作 レ バ ー （ ３ ） の 一 端 に 設 け た 支 点 （ ３ Ａ ） を 手 元
操 作 部 （ １ ０ ） 内 部 の 基 体 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操
作 部 。
【 請 求 項 ３ 】
　 一 端 が 手 元 操 作 部 （ １ ０ ） の 内 部 に 配 置 さ れ 、 他 端 が 操 作 レ バ ー 口 （ ５ ） か ら 外 部 に 突
出 す る 操 作 レ バ ー （ ３ ） に お い て 、 前 記 操 作 レ バ ー の 一 端 と 他 端 と の 間 に 設 け た 支 点 （ ３
Ｂ ） を 手 元 操 作 部 （ １ ０ ） 内 部 の 基 体 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視
鏡 の 湾 曲 操 作 部 。
【 請 求 項 ４ 】
　 操 作 ワ イ ヤ （ ２ ０ ） を 巻 き 回 し た プ ー リ （ １ ） を 回 動 す る こ と に よ っ て 内 視 鏡 挿 入 部 の
湾 曲 部 （ ３ ０ ） を 湾 曲 さ せ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 に お い て 、
　 手 元 操 作 部 （ １ ０ ） 内 部 の 基 体 に 回 転 軸 （ １ Ａ ） を 介 し て 固 定 さ れ 、 前 記 回 転 軸 （ １ Ａ
） を 中 心 に 回 動 自 在 な プ ー リ （ １ ） と 、
　 前 記 プ ー リ （ １ ） に 形 成 さ れ 、 プ ー リ （ １ ） の 回 動 と と も に 円 周 移 動 す る 係 止 ピ ン （ ２
） を 備 え る と と も に 、
　 前 記 手 元 操 作 部 （ １ ０ ） 内 部 の 基 体 に 一 端 が 固 定 さ れ 他 端 が 手 元 操 作 部 （ １ ０ ） 外 部 に
突 出 し た 支 軸 （ ３ Ｃ ） と 、
　 前 記 支 軸 （ ３ Ｃ ） の 他 端 に 固 定 さ れ 、 支 軸 （ ３ Ｃ ） を 中 心 に 回 動 す る 操 作 レ バ ー ３ ´ と
、
　 前 記 支 軸 （ ３ Ｃ ） の 一 端 と 他 端 の 間 に 固 定 さ れ た 補 助 部 材 （ ３ Ｄ ） と 、
　 前 記 補 助 部 材 （ ３ Ｄ ） に 形 成 さ れ 、 孔 内 に 係 止 ピ ン （ ２ ） を 係 合 す る 長 孔 （ ４ ） と を 備
え 、
　 前 記 係 合 ピ ン （ ２ ） と 長 孔 （ ４ ） と を 係 合 す る こ と に よ っ て プ ー リ （ １ ） と 補 助 部 材 （
３ Ｄ ） と を 連 結 し 、
　 操 作 レ バ ー （ ３ ´ ） の 操 作 に よ っ て 支 軸 （ ３ Ｃ ） を 軸 回 転 さ せ 、 こ の 支 軸 （ ３ Ｃ ） を 中
心 に 前 記 補 助 部 材 （ ３ Ｄ ） を 回 動 さ せ る と と も に 、 こ の 補 助 部 材 （ ３ Ｄ ） の 長 孔 （ ４ ） の
孔 内 に 係 合 さ れ て い る 係 合 ピ ン （ ２ ） を 回 転 軸 （ １ Ａ ） を 中 心 に 円 周 移 動 さ せ 、 プ ー リ （
１ ） を 回 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 。
【 請 求 項 ５ 】
　 係 止 ピ ン （ ２ ） を 、 プ ー リ （ １ ） の 円 周 近 傍 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら
４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 プ ー リ の 回 動 に よ っ て 操 作 ワ イ ヤ の 一 端 若 し く は 他 端 を 牽 引 し 、 内 視 鏡 挿 入
部 の 湾 曲 部 を 湾 曲 さ せ る 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 手 元 操 作 部 １ ０ ０ の 操 作 レ バ ー １ ０ ２ の 操 作 に よ っ て 内 視 鏡 挿 入 部 の 湾 曲 部 ３ ０ を 湾 曲
さ せ 、 挿 入 部 先 端 に 設 け た 観 察 手 段 や 処 置 手 段 を 望 む 方 向 （ 部 位 ） に 導 く よ う に し た 内 視
鏡 の 湾 曲 操 作 部 で は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 操 作 レ バ ー １ ０ ２ の 操 作 に よ り 回 動 す る
プ ー リ １ ０ １ を 手 元 操 作 部 １ ０ ０ の 内 部 に 設 置 し 、 当 該 プ ー リ １ ０ １ を 回 動 さ せ る こ と に
よ っ て 、 プ ー リ １ ０ １ に 巻 き 回 さ れ て い る 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 一 端 若 し く は 他 端 を 牽 引 し 、
内 視 鏡 挿 入 部 の 湾 曲 部 ３ ０ を 湾 曲 さ せ る （ 特 許 文 献 １ ～ ３ を 参 照 ） 。
　 従 来 技 術 に よ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 で は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 回 転 軸 １ ０ １ Ａ を
中 心 に 回 動 自 在 な プ ー リ １ ０ １ を 、 手 元 操 作 部 １ ０ ０ 内 部 の 基 体 に 前 記 回 転 軸 １ ０ １ Ａ を
介 し て 固 定 す る と と も に 、 前 記 プ ー リ １ ０ １ に 操 作 レ バ ー １ ０ ２ を 連 結 （ 固 定 ） す る 。
　 そ し て 前 記 プ ー リ １ ０ １ に 巻 き 回 し た 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 一 端 を 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 上 部
３ １ に 固 定 す る と と も に 、 他 端 を 先 端 下 部 ３ ２ に 固 定 す る こ と に よ っ て 、 プ ー リ １ ０ １ の
回 動 に よ っ て 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 一 端 若 し く は 他 端 を 牽 引 し 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 湾 曲 部 ３ ０ を
湾 曲 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 操 作 レ バ ー １ ０ ２ を 前 方 に 操 作 （ 矢 印 ａ 方 向 に 回 動 ） す る こ と に よ っ て 、 プ ー
リ １ ０ １ が 反 時 計 回 り に 回 動 す る 。 こ の と き 前 記 プ ー リ １ ０ １ に 巻 き 回 さ れ て い る 操 作 ワ
イ ヤ ２ ０ の 一 端 （ 先 端 上 部 ３ １ 側 ） が 牽 引 さ れ 、 他 端 （ 先 端 下 部 ３ ２ 側 ） が 緩 め ら れ る た
め 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 湾 曲 部 ３ ０ が 上 方 に 湾 曲 す る 。 （ 図 ５ （ ａ ） を 参 照 ）
　 一 方 、 操 作 レ バ ー １ ０ ２ を 後 方 に 操 作 （ 矢 印 ｂ 方 向 に 回 動 ） す る こ と に よ っ て 、 プ ー リ
１ ０ １ が 時 計 回 り に 回 動 す る 。 こ の と き 前 記 プ ー リ １ ０ １ に 巻 き 回 さ れ て い る 操 作 ワ イ ヤ
２ ０ の 一 端 （ 先 端 上 部 ３ １ 側 ） が 緩 め ら れ 、 他 端 （ 先 端 下 部 ３ ２ 側 ） が 牽 引 さ れ る た め 、
内 視 鏡 挿 入 部 の 湾 曲 部 ３ ０ が 下 方 に 湾 曲 す る 。 （ 図 ５ （ ａ ） を 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 湾 曲 部 ３ ０ の 湾 曲 ア ン グ ル は プ ー リ １ ０ １ の 回 動 に 伴 う 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 牽 引 量 に
よ っ て 決 ま る 。
　 そ し て 従 来 技 術 に よ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 で は 、 操 作 レ バ ー １ ０ ２ の 操 作 幅 と 、 回 転 軸
を 中 心 に 回 動 す る プ ー リ １ ０ １ の 回 動 角 度 が 同 一 で あ る た め （ 回 動 角 度 θ ） 、 内 視 鏡 挿 入
部 の 湾 曲 部 の 湾 曲 ア ン グ ル を 大 き く す る 場 合 は 、 操 作 レ バ ー 口 １ ０ ３ の 開 口 面 積 を 大 き く
し 、 操 作 レ バ ー １ ０ ２ の 操 作 幅 （ 回 動 角 度 ） を 大 き く で き る よ う に 構 成 し た り 、 大 径 の プ
ー リ １ ０ １ を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 牽 引 量 を 大 き く し た り し て い た 。
　 ま た 特 許 文 献 １ の よ う に 、 固 定 プ ー リ と 一 対 の 可 動 プ ー リ と を 使 用 す る こ と に よ っ て 、
大 径 の プ ー リ を 使 用 す る こ と な く 、 操 作 レ バ ー の 操 作 幅 に 対 す る 操 作 ワ イ ヤ の 牽 引 量 を 増
大 さ せ 、 湾 曲 ア ン グ ル を 大 き く す る 技 術 も 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ６ － ６ ６ ６ １ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ５ ９ － １ ０ ５ ４ ３ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ６ － １ ８ ９ ８ ９ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 湾 曲 部 ３ ０ の 湾 曲 ア ン グ ル を 大 き く す る に は 操 作 レ バ ー １ ０ ２ の 操 作 幅
（ 回 動 角 度 ） を 大 き く し な け れ ば な ら ず 、 こ の 操 作 レ バ ー １ ０ ２ の 操 作 幅 （ 回 動 角 度 ） を
大 き く す る と 操 作 レ バ ー １ ０ ２ と 操 作 部 と が 干 渉 す る と い っ た 問 題 が あ っ た 。
　 ま た 大 径 の プ ー リ １ ０ １ を 使 用 し た 場 合 、 プ ー リ １ ０ １ を 設 置 す る 手 元 操 作 部 １ ０ ０ が
大 型 化 し て し ま い 、 操 作 者 が 手 元 操 作 部 １ ０ ０ を 握 り づ ら く な る と い っ た 問 題 点 が あ っ た
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。
　 さ ら に 固 定 プ ー リ と 一 対 の 可 動 プ ー リ と を 使 用 し た 内 視 鏡 で は 、 操 作 レ バ ー に 固 定 さ れ
る 可 動 プ ー リ と 、 手 元 操 作 部 内 部 の 基 体 に 固 定 さ れ る 固 定 プ ー リ と の 設 置 場 所 を そ れ ぞ れ
確 保 し な け れ ば な ら な い と い っ た 問 題 点 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 で は 、 操 作 ワ イ ヤ を 巻 き 回 し た プ ー リ を 回 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 内 視 鏡
挿 入 部 の 湾 曲 部 を 湾 曲 さ せ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 に お い て 、 手 元 操 作 部 内 部 の 基 体 に 回 転
軸 を 介 し て 固 定 さ れ 、 前 記 回 転 軸 を 中 心 に 回 動 自 在 な プ ー リ と 、 前 記 プ ー リ に 形 成 さ れ 、
プ ー リ の 回 動 と と も に 回 転 軸 を 中 心 に 円 周 移 動 す る 係 止 ピ ン と 、 手 元 操 作 部 内 部 の 基 体 に
支 点 を 介 し て 固 定 さ れ 、 前 記 支 点 を 中 心 に 回 動 自 在 な 操 作 レ バ ー と 、 前 記 レ バ ー に 形 成 さ
れ 、 孔 内 に 係 止 ピ ン を 係 合 す る 長 孔 と を 備 え 、 前 記 係 止 ピ ン と 長 孔 を 係 合 す る こ と に よ っ
て プ ー リ と 操 作 レ バ ー と を 連 結 し 、 操 作 レ バ ー の 操 作 に よ っ て 、 支 点 を 中 心 に 回 動 す る 操
作 レ バ ー の 長 孔 の 孔 内 に 係 合 さ れ て い る 係 止 ピ ン を 回 転 軸 を 中 心 に 円 周 移 動 さ せ 、 プ ー リ
を 回 動 さ せ る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 １ つ の プ ー リ を 使 用 し て 操 作 ワ イ ヤ の 牽 引 を 制 御 す る 内 視 鏡 の 湾 曲
操 作 部 に お い て 、 操 作 レ バ ー の 操 作 幅 （ 回 動 角 度 ） よ り も 、 回 転 軸 を 中 心 に 回 動 す る プ ー
リ の 回 動 角 度 を 大 き く す る こ と が で き る た め 、 操 作 レ バ ー 口 の 開 口 面 積 を 広 げ る こ と な く
、 か つ 手 元 操 作 部 を 大 型 化 す る こ と な く 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 湾 曲 部 の 湾 曲 ア ン グ ル を 大 き く
す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 に つ い て 図 １ か ら 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 は 、 操 作 レ バ ー ３ の 操 作 に よ っ て 回 動 す る プ ー リ １
に 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ を 巻 き 回 し 、 当 該 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 一 端 を 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 上 部 ３ １
に 固 定 す る と と も に 、 他 端 を 先 端 下 部 ３ ２ に 固 定 し た も の で あ っ て 、 前 記 プ ー リ １ の 回 動
に よ っ て 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 一 端 若 し く は 他 端 を 牽 引 し 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 湾 曲 部 ３ ０ を 上 方
若 し く は 下 方 に 湾 曲 さ せ る も の で あ る （ 図 ２ （ ｂ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 、 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 の 第 １ 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る
。
　 こ の 実 施 例 に よ れ ば 、 図 １ に 示 す よ う に 、 手 元 操 作 部 １ ０ 内 部 の 基 体 に 回 転 軸 １ Ａ を 介
し て プ ー リ １ を 固 定 し 、 前 記 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 回 動 自 在 な プ ー リ １ を 手 元 操 作 部 １ ０ の
内 部 に 設 置 し た 。
　 そ し て 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 回 動 す る プ ー リ １ の 上 面 に １ つ の 係 止 ピ ン ２ を 形 成 し 、 当 該
係 止 ピ ン ２ が 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 円 周 移 動 す る よ う に 構 成 し た 。 前 記 係 止 ピ ン ２ は 、 プ ー
リ １ の 円 周 近 傍 に 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
　 な お 、 図 １ の 図 中 に お い て 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 表 示 を 省 略 す る が 、 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 回
動 す る プ ー リ １ に は 、 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ が 巻 き 回 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 に よ れ ば 、 手 元 操 作 部 １ ０ 内 部 の 基 体 に 支 点 ３ Ａ を 介 し て 操 作 レ バ ー
３ を 固 定 し 、 支 点 ３ Ａ を 中 心 に 回 動 自 在 な 操 作 レ バ ー ３ を 、 手 元 操 作 部 １ ０ の 長 手 方 向 と
略 直 交 す る よ う に 配 置 し た 。
　 な お 図 １ に 示 す 実 施 例 で は 、 操 作 レ バ ー ３ の 一 端 を 手 元 操 作 部 １ ０ の 内 部 に 配 置 し 、 他
端 （ 操 作 部 ） を 操 作 レ バ ー 口 ５ か ら 外 部 に 突 出 さ せ る と と も に 、 前 記 操 作 レ バ ー ３ の 一 端
に 設 け た 支 点 ３ Ａ を 介 し て 、 操 作 レ バ ー ３ を 手 元 操 作 部 １ ０ 内 部 の 基 体 に 固 定 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 さ ら に 、 プ ー リ １ に 形 成 し た 係 止 ピ ン ２ を 係 合 す る 長 孔 ４ を 操 作 レ バ ー ３ に 形 成 し た 。
　 図 １ に 示 す 実 施 例 で は 、 操 作 レ バ ー ３ の 一 端 に 設 け た 支 点 ３ Ａ と 、 操 作 レ バ ー ３ の 他 端
（ 操 作 部 ） と の 間 に 長 孔 ４ を 形 成 し 、 こ の 長 孔 ４ の 孔 内 に プ ー リ １ の 係 止 ピ ン ２ を 配 置 （
係 合 ） す る よ う に 構 成 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 す な わ ち 、 こ の 実 施 例 に よ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 で は 、 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 回 動 自 在 な
プ ー リ １ に 形 成 し た 係 止 ピ ン ２ を 、 支 点 ３ Ａ を 中 心 に 回 動 自 在 な 操 作 レ バ ー ３ に 形 成 し た
長 孔 ４ の 孔 内 に 配 置 （ 係 合 ） し 、 前 記 係 止 ピ ン ２ と 長 孔 ４ と を 係 合 す る こ と に よ っ て 、 プ
ー リ １ と 操 作 レ バ ー ３ と を 連 結 し た 。
　 な お 、 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 円 周 移 動 す る 係 止 ピ ン ２ が 前 記 長 孔 ４ の 孔 内 を 移 動 で き る よ
う に 操 作 レ バ ー ３ に 長 孔 ４ を 形 成 し 、 操 作 レ バ ー ３ を 支 点 ３ Ａ を 中 心 に 回 動 さ せ た と き に
、 係 止 ピ ン ２ が 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 円 周 移 動 す る よ う に 構 成 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 手 元 操 作 部 １ ０ の 長 手 方 向 と 略 直 交 す る よ う に 配 置 し た 操 作 レ バ ー ３
に お い て 、 操 作 レ バ ー ３ の 支 点 ３ Ａ と プ ー リ １ の 回 転 軸 １ Ａ と を 結 ぶ 直 線 が 手 元 操 作 部 １
０ の 長 手 方 向 と 略 直 交 す る よ う に 支 点 ３ Ａ と 回 転 軸 １ Ａ と を 配 置 し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 操 作 レ バ ー ３ を 操 作 し な い 状 態 で は 、 操 作 レ バ ー ３ の 支 点 ３ Ａ 及 び 長 孔 ４ と 、 プ
ー リ １ の 回 転 軸 １ Ａ 及 び 係 止 ピ ン ２ と が 一 直 線 上 に 配 置 さ れ 、 さ ら に 支 点 ３ Ａ と 係 合 ピ ン
２ と の 間 に 回 転 軸 １ Ａ が 配 置 さ れ る よ う に 構 成 し た 。
　 す な わ ち 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 円 周 移 動 す る 係 止 ピ ン ２ は 、 前 記 回 転 軸 １ Ａ （ 位 置 座 標 （
０ ， ０ ） ） に 対 し て ３ ／ ２ π の 位 置 に 配 置 さ れ て い る （ 図 １ （ ａ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 操 作 レ バ ー ３ を 操 作 し た 状 態 で は 、 支 点 ３ Ａ を 中 心 に 回 動 さ せ た 操 作 レ バ ー ３ の 長
孔 ４ に 係 合 し て い る 係 止 ピ ン ２ が 移 動 し 、 係 合 ピ ン ２ の 円 周 移 動 に よ っ て プ ー リ １ が 回 動
す る 。
　 例 え ば 、 操 作 レ バ ー を 前 方 （ 図 中 の 矢 印 ａ 方 向 ） に 操 作 す る こ と に よ っ て 、 回 転 軸 １ Ａ
を 中 心 に 円 周 移 動 す る 係 止 ピ ン ２ が 、 ３ ／ ２ π の 位 置 か ら ２ π の 方 向 に 向 か っ て 円 周 移 動
し 、 プ ー リ １ が 反 時 計 回 り に 回 動 す る （ 図 略 ） 。 一 方 、 操 作 レ バ ー ３ を 後 方 （ 図 中 の 矢 印
ｂ 方 向 ） に 操 作 す る こ と に よ っ て 、 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 円 周 移 動 す る 係 止 ピ ン ２ が 、 ３ ／
２ π の 位 置 か ら π の 方 向 に 向 か っ て 円 周 移 動 し 、 プ ー リ １ が 時 計 回 り に 回 動 す る （ 図 １ （
ｂ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の と き 、 支 点 ３ Ａ を 中 心 に 回 動 す る 操 作 レ バ ー ３ の 回 動 角 度 θ １ と 、 操 作 レ バ ー ３ の
回 動 に よ る 係 止 ピ ン ２ の 円 周 移 動 に よ っ て 回 動 す る プ ー リ １ の 回 動 角 度 θ ２ は 、 下 式 に よ
っ て 表 さ れ る 。
　 　 Ｔ ａ ｎ θ １ ＝ ｜ ± Ｘ ａ ｜ ／ （ ｜ － Ｙ ａ ｜ ＋ ｜ ＋ ｒ ａ ｜ ）
　 　 Ｔ ａ ｎ θ ２ ＝ ｜ ± Ｘ ａ ｜ ／ ｜ － Ｙ ａ ｜
こ こ で 、
　 　 回 転 軸 １ Ａ の 位 置 座 標 　 　 ： （ ０ ， ０ ）
　 　 支 点 ３ Ａ の 位 置 座 標 　 　 　 ： （ ０ ， ＋ ｒ ａ ）
　 　 係 止 ピ ン ２ の 位 置 座 標 　 　 ： （ ± Ｘ ａ ， － Ｙ ａ ）
【 ０ ０ １ ８ 】
　 す な わ ち こ の 実 施 例 で は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 支 点 ３ Ａ を 中 心 に 操 作 レ バ ー ３ を
回 動 角 度 θ １ で 回 動 す る こ と に よ り 、 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 回 動 す る プ ー リ １ を 回 動 角 度 θ
２ で 回 動 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 支 点 ３ Ａ と 回 転 軸 １ Ａ と の 距 離 （ ｒ ａ の 値 ） が 大 き
い ほ ど 、 操 作 レ バ ー ３ の 操 作 幅 （ 回 動 角 度 θ １ ） に 対 す る プ ー リ １ の 回 動 量 （ 回 動 角 度 θ
２ ） を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 の 第 １ 実 施 例 で は 、 図 ２ （ ａ
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） に 示 す よ う に 、 支 点 ３ Ａ を 中 心 に 回 動 自 在 の 操 作 レ バ ー ３ を 操 作 す る こ と に よ っ て 、 前
記 操 作 レ バ ー ３ の 長 孔 ４ に 係 合 さ れ て い る 係 止 ピ ン ２ が 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 円 周 移 動 し 、
こ の 係 止 ピ ン ２ の 移 動 に よ っ て 、 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ が 巻 き 回 さ れ て い る プ ー リ １ が 回 転 軸 １
Ａ を 中 心 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 プ ー リ １ に 巻 き 回 し た 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ は 、 一 端 が 内 視
鏡 挿 入 部 の 先 端 上 部 ３ １ に 固 定 さ れ 、 他 端 が 先 端 下 部 ３ ２ に 固 定 さ れ て い る た め 、 前 記 プ
ー リ １ の 回 動 に よ っ て 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 一 端 若 し く は 他 端 が 牽 引 さ れ る と 、 内 視 鏡 挿 入 部
の 湾 曲 部 ３ ０ が 上 方 若 し く は 下 方 に 湾 曲 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 例 え ば 、 操 作 レ バ ー ３ を 前 方 （ 矢 印 ａ 方 向 ） に 操 作 す る こ と に よ っ て 、 支 点 ３ Ａ を 中 心
に 回 動 す る 操 作 レ バ ー ３ の 長 孔 ４ に 係 合 さ れ て い る 係 止 ピ ン ２ が 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 円 周
移 動 し 、 前 記 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に プ ー リ １ が 反 時 計 回 り に 回 動 す る 。 こ の と き 、 当 該 プ ー
リ １ に 巻 き 回 さ れ て い る 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 一 端 （ 先 端 上 部 ３ １ 側 ） が 牽 引 さ れ 、 他 端 （ 先
端 下 部 ３ ２ 側 ） が 緩 め ら れ る こ と に よ っ て 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 湾 曲 部 ３ ０ が 上 方 に 湾 曲 す る
。
　 一 方 、 操 作 レ バ ー ３ を 後 方 （ 矢 印 ｂ 方 向 ） に 操 作 す る こ と に よ っ て 、 支 点 ３ Ａ を 中 心 に
回 動 す る 操 作 レ バ ー ３ の 長 孔 ４ に 係 合 さ れ て い る 係 止 ピ ン ２ が 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 円 周 移
動 し 、 前 記 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に プ ー リ １ が 時 計 回 り に 回 動 す る 。 こ の と き 、 当 該 プ ー リ １
に 巻 き 回 さ れ て い る 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 一 端 （ 先 端 上 部 ３ １ 側 ） が 緩 め ら れ 、 他 端 （ 先 端 下
部 ３ ２ 側 ） が 牽 引 さ れ る こ と に よ っ て 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 湾 曲 部 ３ ０ が 下 方 に 湾 曲 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 の 第 ２ 実 施 例 に つ い て 、 図 ３ を 参 照 し て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ２ 実 施 例 で も 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 に し て 、 手 元 操 作 部 １ ０ 内 部 の 基 体 に 回 転 軸 １ Ａ を
介 し て プ ー リ １ を 固 定 し 、 前 記 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 回 動 自 在 な プ ー リ １ を 手 元 操 作 部 １ ０
内 部 に 設 置 し 、 当 該 プ ー リ １ の 上 面 に １ つ の 係 止 ピ ン ２ を 形 成 し て 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 円
周 移 動 す る 係 止 ピ ン ２ を 設 け た 。 こ の 係 止 ピ ン ２ は 、 プ ー リ １ の 円 周 近 傍 に 形 成 す る こ と
が 好 ま し い 。
　 な お 、 図 ３ に お い て 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 表 示 を 省 略 す る が 、 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 回 動 す る
プ ー リ １ に は 、 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ が 巻 き 回 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 手 元 操 作 部 １ ０ 内 部 の 基 体 に 支 点 ３ Ｂ を 介 し て 操 作 レ バ ー ３ を 固 定 し 、 前 記 支
点 ３ Ｂ を 中 心 に 回 動 自 在 の 操 作 レ バ ー ３ を 手 元 操 作 部 １ ０ の 長 手 方 向 と 略 直 交 す る よ う に
配 置 し た 。
　 つ ま り 図 ３ に 示 す 実 施 例 で は 、 操 作 レ バ ー ３ の 一 端 を 手 元 操 作 部 １ ０ の 内 部 に 配 置 し 、
他 端 （ 操 作 部 ） を 操 作 レ バ ー 口 ５ か ら 外 部 に 突 出 さ せ て 、 操 作 レ バ ー ３ を 手 元 操 作 部 １ ０
の 長 手 方 向 と 略 直 交 す る よ う に 配 置 す る と と も に 、 前 記 操 作 レ バ ー の 一 端 と 他 端 （ 操 作 部
） と の 間 に 設 け た 支 点 ３ Ｂ を 介 し て 手 元 操 作 部 １ ０ 内 部 の 基 体 に 操 作 レ バ ー ３ を 固 定 し た
。
　 な お こ の 実 施 例 に よ る 操 作 レ バ ー ３ に も 長 孔 ４ が 形 成 さ れ 、 当 該 長 孔 ４ の 孔 内 に プ ー リ
１ の 係 止 ピ ン ２ を 配 置 （ 係 合 ） し 、 係 止 ピ ン ２ と 長 孔 ４ と を 係 合 す る こ と に よ っ て 、 プ ー
リ １ と 操 作 レ バ ー ３ と を 連 結 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 つ ま り こ の 実 施 例 で は 、 手 元 操 作 部 １ ０ の 長 手 方 向 と 略 直 交 す る よ う に 配 置 し た 操 作 レ
バ ー ３ に お い て 、 操 作 レ バ ー ３ の 支 点 ３ Ｂ と プ ー リ １ の 回 転 軸 １ Ａ と を 結 ぶ 直 線 が 手 元 操
作 部 １ ０ の 長 手 方 向 と 略 直 交 す る よ う に 支 点 ３ Ｂ と 回 転 軸 １ Ａ と を 配 置 し 、 ま た 回 転 軸 １
Ａ よ り も 操 作 レ バ ー ３ の 支 点 ３ Ｂ の 方 が 操 作 レ バ ー 口 ５ に 近 く な る よ う に 、 回 転 軸 １ Ａ と
支 点 ３ Ｂ と を 配 置 し た 。
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　 ま た 、 手 元 操 作 部 １ ０ 内 部 に 配 置 さ れ る 操 作 レ バ ー ３ の 一 端 と 支 点 ３ Ｂ と の 間 に 長 孔 ４
を 形 成 し 、 こ の 長 孔 ４ の 孔 内 に プ ー リ １ の 係 止 ピ ン ２ を 配 置 （ 係 合 ） す る よ う に 構 成 し た
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 操 作 レ バ ー ３ を 操 作 し な い 状 態 で は 、 操 作 レ バ ー ３ の 支 点 ３ Ｂ 及 び 長 孔 ４ と 、 プ
ー リ １ の 回 転 軸 １ Ａ 及 び 係 止 ピ ン ２ と が 一 直 線 上 に 配 置 さ れ 、 さ ら に 支 点 ３ Ｂ と 係 合 ピ ン
２ と の 間 に 回 転 軸 １ Ａ が 配 置 さ れ る よ う に 構 成 し た 。
　 す な わ ち 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 円 周 移 動 す る 係 止 ピ ン ２ は 、 前 記 回 転 軸 １ Ａ （ 位 置 座 標 （
０ ， ０ ） ） に 対 し て １ ／ ２ π の 位 置 に 配 置 さ れ て い る （ 図 ３ （ ａ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 操 作 レ バ ー ３ を 操 作 し た 状 態 で は 、 支 点 ３ Ｂ を 中 心 に 回 動 さ せ た 操 作 レ バ ー ３ の 長
孔 ４ に 係 合 し て い る 係 止 ピ ン ２ が 移 動 し 、 係 合 ピ ン ２ の 円 周 移 動 に よ っ て プ ー リ １ が 回 動
す る 。
　 例 え ば 、 操 作 レ バ ー を 前 方 （ 図 中 の 矢 印 ａ 方 向 ） に 操 作 す る こ と に よ っ て 、 回 転 軸 １ Ａ
を 中 心 に 円 周 移 動 す る 係 止 ピ ン ２ が 、 １ ／ ２ π の 位 置 か ら π の 方 向 に 向 か っ て 円 周 移 動 し
、 プ ー リ １ が 反 時 計 回 り に 回 動 す る （ 図 略 ） 。 一 方 、 操 作 レ バ ー ３ を 後 方 （ 図 中 の 矢 印 ｂ
方 向 ） に 操 作 す る こ と に よ っ て 、 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 円 周 移 動 す る 係 止 ピ ン ２ が 、 １ ／ ２
π の 位 置 か ら ０ π の 方 向 に 向 か っ て 円 周 移 動 し 、 プ ー リ １ が 時 計 回 り に 回 動 す る （ 図 ３ （
ｂ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の と き 、 支 点 ３ Ｂ を 中 心 に 回 動 す る 操 作 レ バ ー ３ の 回 動 角 度 θ ３ と 、 操 作 レ バ ー ３ の
回 動 に よ る 係 止 ピ ン ２ の 円 周 移 動 に よ っ て 回 動 す る プ ー リ １ の 回 動 角 度 θ ４ は 、 下 式 に よ
っ て 表 さ れ る 。
　 　 Ｔ ａ ｎ θ ３ ＝ ｜ ± Ｘ ｂ ｜ ／ （ ｜ ＋ Ｙ ｂ ｜ ＋ ｜ － ｒ ｂ ｜ ）
　 　 Ｔ ａ ｎ θ ４ ＝ ｜ ± Ｘ ｂ ｜ ／ ｜ ＋ Ｙ ｂ ｜
こ こ で 、
　 　 回 転 軸 １ Ａ の 位 置 座 標 　 　 ： （ ０ ， ０ ）
　 　 支 点 ３ Ｂ の 位 置 座 標 　 　 　 ： （ ０ ， － ｒ ｂ ）
　 　 係 止 ピ ン ２ の 位 置 座 標 　 　 ： （ ± Ｘ ｂ ， ＋ Ｙ ｂ ）
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 す な わ ち こ の 実 施 例 で は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 支 点 ３ Ｂ を 中 心 に 操 作 レ バ ー ３ を
回 動 角 度 θ ３ で 回 動 す る こ と に よ っ て 、 プ ー リ １ を 回 動 角 度 θ ４ で 回 動 さ せ る こ と が で き
る 。 そ し て 支 点 ３ Ｂ と 回 転 軸 １ Ａ と の 距 離 （ ｒ ｂ の 値 ） が 大 き い ほ ど 、 操 作 レ バ ー ３ の 操
作 幅 （ 回 動 角 度 θ ３ ） に 対 す る プ ー リ １ の 回 動 量 （ 回 動 角 度 θ ４ ） を 大 き く す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 実 施 例 １ と 同 様 に 、 プ ー リ １ に 巻 き 回 さ れ て い る 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 一 端 を 内 視 鏡 挿
入 部 の 先 端 上 部 ３ １ に 固 定 す る と と も に 、 他 端 を 先 端 下 部 ３ ２ に 固 定 し 、 前 記 プ ー リ １ の
回 動 に よ っ て 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 一 端 若 し く は 他 端 が 牽 引 さ れ る と 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 湾 曲 部
３ ０ が 上 方 若 し く は 下 方 に 湾 曲 す る よ う に 構 成 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 続 い て 、 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 の 第 ３ 実 施 例 に つ い て 、 図 ４ を 参 照 し て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ３ 実 施 例 で も 、 第 １ 実 施 例 や 第 ２ 実 施 例 と 同 様 に し て 、 手 元 操 作 部 １ ０ 内 部 の 基 体 に
回 転 軸 １ Ａ を 介 し て プ ー リ １ を 固 定 し 、 前 記 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 回 動 自 在 な プ ー リ １ を 手
元 操 作 部 １ ０ 内 部 に 設 置 し 、 当 該 プ ー リ １ の 上 面 に １ つ の 係 止 ピ ン ２ を 形 成 し て 回 転 軸 １
Ａ を 中 心 に 円 周 移 動 す る 係 止 ピ ン ２ を 設 け た 。 こ の 係 止 ピ ン ２ は 、 プ ー リ １ の 円 周 近 傍 に
形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
　 な お 、 図 ４ （ ａ ） に お い て 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 表 示 を 省 略 す る が 、 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 回
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動 す る プ ー リ １ に は 、 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ が 巻 き 回 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て こ の 実 施 例 で は 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 一 端 が 手 元 操 作 部 １ ０ 内 部 の 基 体 に
固 定 さ れ る と と も に 、 他 端 が 手 元 操 作 部 １ ０ の 貫 通 孔 ５ ａ を 貫 通 し て 手 元 操 作 部 １ ０ 外 部
に 突 出 し た 支 軸 ３ Ｃ を 設 け 、 こ の 支 軸 ３ Ｃ の 他 端 に 操 作 レ バ ー ３ ´ を 固 定 し た 。 な お 前 記
支 軸 ３ Ｃ は 操 作 レ バ ー ３ ´ の 回 動 に よ っ て 軸 回 転 す る と と も に 、 手 元 操 作 部 １ ０ 内 部 の 基
体 に 直 交 す る よ う に 設 置 さ れ て い る 。
　 ま た こ の 実 施 例 で は 、 支 軸 ３ Ｃ の 一 端 と 他 端 の 間 に 補 助 部 材 ３ Ｄ を 固 定 し 、 手 元 操 作 部
１ ０ 内 部 に 前 記 支 軸 ３ Ｃ の 軸 回 転 に と も な っ て 回 動 す る 補 助 部 材 ３ Ｄ を 設 け た 。 そ し て こ
の 補 助 部 材 ３ Ｄ に は 、 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 回 動 す る プ ー リ １ に 形 成 し た 係 合 ピ ン ２ を 係 合
す る た め の 長 孔 ４ を 形 成 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 つ ま り 図 ４ に 示 す 実 施 例 で は 、 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ を 巻 き 回 し た プ ー リ １ を 回 動 す る こ と に
よ っ て 内 視 鏡 挿 入 部 の 湾 曲 部 ３ ０ を 湾 曲 さ せ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 に お い て 、 手 元 操 作 部
１ ０ 内 部 の 基 体 に 回 転 軸 １ Ａ を 介 し て 固 定 さ れ 、 前 記 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 回 動 自 在 な プ ー
リ １ と 、 前 記 プ ー リ １ に 形 成 さ れ 、 プ ー リ １ の 回 動 と と も に 円 周 移 動 す る 係 止 ピ ン ２ を 備
え る と と も に 、 前 記 手 元 操 作 部 １ ０ 内 部 の 基 体 に 一 端 が 固 定 さ れ 他 端 が 手 元 操 作 部 １ ０ 外
部 に 突 出 し た 支 軸 ３ Ｃ と 、 前 記 支 軸 ３ Ｃ の 他 端 に 固 定 さ れ 支 軸 ３ Ｃ を 中 心 に 回 動 す る 操 作
レ バ ー ３ ´ と 、 前 記 支 軸 ３ Ｃ の 一 端 と 他 端 の 間 に 固 定 さ れ た 補 助 部 材 ３ Ｄ と 、 前 記 補 助 部
材 ３ Ｄ に 形 成 さ れ 、 孔 内 に 係 止 ピ ン ２ を 係 合 す る 長 孔 ４ と を 備 え 、 前 記 係 合 ピ ン ２ と 長 孔
４ と を 係 合 す る こ と に よ っ て プ ー リ １ と 補 助 部 材 ３ Ｄ と を 連 結 し 、 操 作 レ バ ー ３ ´ の 操 作
に よ っ て 支 軸 ３ Ｃ を 軸 回 転 さ せ 、 こ の 支 軸 ３ Ｃ を 中 心 に 前 記 補 助 部 材 ３ Ｄ を 回 動 さ せ る と
と も に 、 こ の 補 助 部 材 ３ Ｄ の 長 孔 ４ の 孔 内 に 係 合 さ れ て い る 係 合 ピ ン ２ を 回 転 軸 １ Ａ を 中
心 に 円 周 移 動 さ せ 、 プ ー リ １ を 回 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 す な わ ち こ の 実 施 例 で は 、 支 軸 ３ Ｃ を 中 心 に 回 動 す る 操 作 レ バ ー ３ ´ と 補 助 部 材 ３ Ｄ と
を 設 け 、 操 作 レ バ ー ３ ´ を 回 動 さ せ る こ と に よ り 支 軸 ３ Ｃ を 軸 回 転 さ せ 、 こ の 支 軸 ３ Ｃ の
軸 回 転 と と も に 長 孔 ４ を 備 え た 補 助 部 材 ３ Ｄ を 回 動 さ せ 、 こ の 回 動 に よ っ て 前 記 補 助 部 材
３ Ｄ の 長 孔 ４ の 孔 内 に 係 合 さ れ て い る 係 合 ピ ン ２ を 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 円 周 移 動 さ せ て プ
ー リ １ を 回 動 さ せ る 。
　 そ し て 第 １ 実 施 例 や 第 ２ 実 施 例 と 同 様 に 、 プ ー リ １ に 巻 き 回 さ れ て い る 操 作 ワ イ ヤ ２ ０
の 一 端 を 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 上 部 ３ １ に 固 定 す る と と も に 、 他 端 を 先 端 下 部 ３ ２ に 固 定 し
、 前 記 プ ー リ １ の 回 動 に よ っ て 操 作 ワ イ ヤ ２ ０ の 一 端 若 し く は 他 端 が 牽 引 さ れ る と 、 内 視
鏡 挿 入 部 の 湾 曲 部 ３ ０ が 上 方 若 し く は 下 方 に 湾 曲 す る よ う に 構 成 し 、 前 記 操 作 レ バ ー ３ ´
の 操 作 に よ っ て 内 視 鏡 の 湾 曲 部 ３ ０ を 湾 曲 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お こ の 実 施 例 で も 、 第 １ 実 施 例 や 第 ２ 実 施 例 と 同 様 に 、 操 作 レ バ ー ３ ´ の 回 動 に と も
な っ て 長 孔 ４ に 係 合 し た 係 合 ピ ン ２ を 回 転 軸 １ Ａ を 中 心 に 円 周 移 動 さ せ 、 プ ー リ １ を 回 動
さ せ る た め 、 操 作 レ バ ー ３ ´ の 操 作 幅 に 対 す る プ ー リ １ の 回 動 量 を 大 き く す る こ と が で き
る 。
　 そ し て こ の 実 施 例 で は 、 手 元 操 作 部 １ ０ に 形 成 し た 貫 通 孔 ５ ａ を 貫 通 す る 支 軸 ３ Ｃ に 固
定 し た 操 作 レ バ ー ３ ´ を 回 動 す る こ と に よ っ て 、 前 記 貫 通 孔 ５ ａ を 貫 通 す る 支 軸 ３ Ｃ を 軸
回 転 さ せ 、 こ の 支 軸 ３ Ｃ の 軸 回 転 ￥ に よ っ て 長 孔 ４ を 備 え る 補 助 部 材 ３ Ｄ を 回 動 さ せ る た
め 、 操 作 レ バ ー ３ ´ の 操 作 幅 に 関 係 な く 、 貫 通 孔 ５ ａ を 支 軸 ３ Ｃ の 径 に 合 わ せ て 小 さ く 形
成 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 前 記 支 軸 ３ Ｃ と 貫 通 孔 ５ Ｃ と の 間 に Ｏ リ ン グ 等 の 気 密 部 材 ６ を 封 入 す る こ と に よ
り 、 内 視 鏡 と し て 必 要 と さ れ る 気 密 を 容 易 に と る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 の 第 １ 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 湾 曲 操 作 部 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 の 湾 曲 部 操 作 部 の 第 ２ 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 の 湾 曲 部 操 作 部 の 第 ３ 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 技 術 に よ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ 　 　 プ ー リ
　 １ Ａ 　 回 転 軸
　 ２ 　 　 係 止 ピ ン
　 ３ 　 　 操 作 レ バ ー
　 ３ Ａ ， ３ Ｂ 　 　 支 点
　 ４ 　 　 長 孔
　 ５ 　 　 操 作 レ バ ー 口
　 ５ ａ 　 貫 通 孔
　 ６ 　 　 気 密 部 材
　 ２ ０ 　 　 操 作 ワ イ ヤ
　 ３ ０ 　 　 湾 曲 部
　 ３ １ 　 　 先 端 上 部
　 ３ ２ 　 　 先 端 下 部
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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